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記入日：

団体名称

活動テーマ

活動の目的

※長期成果とは、活動目標に向かって継続的な事業を進める中で将来得られる活動成果とします。

■活動風景

2017年11月27日 名古屋市立八王子中学校
（対象：現職教職員）

2018年2月16日 愛知教育大学
（対象：教員を目指す大学生）

2018年2月10日 名古屋LGBT成人式

〒467-0064
（住所）愛知県名古屋市瑞穂区弥富通1-11
（団体名）NPO法人 ASTA
（ホームページ）：https://asta.themedia.jp/

助成金額
　　500,000円

助成期間

H29.9.1～H30.8.31

■上期の成果と下半期に向けた改善点

（上期の成果）
　実施回数については当初計画を上回る形で進行しており、半期の時点で
既に数値目標を達成した事業も少なくない。助成期間終了までには全ての
数値目標を達成できる見込みである。また、これまでの出張授業・講演の
受講者約2,000人を対象としたアンケートの結果は、以下の通りである（有
効回答者数は項目ごと異なる）。
　　①友人にセクシュアルマイノリティがいたら
　　　　　抵抗がある　　 ：（授業前）175名→（授業後）43名
　　　　　少し抵抗がある：  （授業前）568名→（授業後）196名
　　②家族にセクシュアルマイノリティがいたら
　　　　　抵抗がある　　 ：（授業前）445名→（授業後）142名
　　　　　少し抵抗がある：  （授業前）611名→（授業後）385名
　　③先生や上司、部下にセクシュアルマイノリティがいたら
　　　　　抵抗がある　　 ：（授業前）292名→（授業後）68名
　　　　　少し抵抗がある：（授業前）542名→（授業後）241名
　上記の結果より、本事業はLGBTへの理解不足の解消に効果をあげてお
り、長期目標である「多様性を認め合う社会」の実現に少なからず寄与して
いると判断できる。

（下期に向けた改善事項）
　大学生対象に関して特定の機関、企業に関して労働組合に出張授業が
偏っているため、より多種多様な場での出張授業を実施できるように広報
戦略を強化し、事業紹介パンフレットの内容をリニューアルする。LGBT成人
式に関しては、より多くの団体から後援を獲得できるように働きかける。ア
ンケート結果をふまえ、「家族」にマイノリティがいた場合の抵抗感をもっと
減らせるように、授業内容を改善する。教職員対象の講演会については実
施できていないため、下期（８月）の開催に向けて準備を進める。

■実施体制

2017年度 ドコモ市民活動団体助成事業　中間報告書
2018年4月1日

活動名
愛知県・東海地方におけるLGBT・ダイバーシティ

の理解啓発活動

NPO法人ASTA

子どもの健全な育成を支援する活動

⑥マイノリティ

■長期成果
他者との違いを認め合い協働できる学校・地域で育つ子どもたちは、多様性を尊重し合う社会の創造に向けて参画することが
できると期待される。教育現場、地域住民、企業関係者等への啓発活動を行うことによって、多様性を認め合う社会をつくるこ
とを目標とする。

■申請書の活動概要＜150～200字＞

「LGBT出張授業」事業を中心として、「LGBT講演会」事業およ
び「当事者のための企画・運営」事業、の計３つの事業を展開
する。「LGBT出張授業」事業は、教職員・児童生徒・保護者を
それぞれ対象とし、基礎知識を学び、LGBTがいかに身近な存
在かを感じてもらう。「LGBT講演会」事業は、弊法人がLGBTや
ダイバーシティに関心のある参加者を募り、勉強会を開催する
事業である。「当事者のための企画・運営」を行う事業は、主に
名古屋LGBT成人式の企画・運営を行う事業である。また、継
続的な事業を展開するための活動資金を、レインボーグッズに
よる寄付金募集で補う。

■活動目標
学校現場におけるLGBTへの理解の不足が解消され、児童生徒が安心して成長することができる学校生活、教職員がストレス
なく働くことができる職場環境を創出する。また同時に、LGBTを端緒とした人権教育、道徳教育、多様性に関する教育を促進
する。

■申請書のスケジュール ■各スケジュールごとの活動内容

2017.9～〈随時〉
2017.9中旬
2017.10上旬
2018.2下旬

LGBT出張授業（学校教職員）：6回
LGBT出張授業（保護者）：3 回
LGBT出張授業（児童・生徒）：7 回
LGBT出張授業（地域住民）：5 回
LGBT出張授業（教員を目指す大学生）：4 回
LGBT出張授業（企業等の従業員）：9 回
LGBT講演会（地域住民）：1 回
LGBT成人式：1 回
ボランティアスタッフ研修：4 回

（愛知県豊明市）


